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小学校における児童の水道水飲用傾向に与える影響因子 
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                       東京都市大学 正会員 長岡 裕   

1,はじめに 

 日本は、「安全でおいしい水である」と言われて

いる。そのため日本の各地では、全国どこでも水道

において蛇口から水道水をそのまま飲用水に使用

できる水質が保たれている。そのことから日本の水

道水は、きれいで安全な水なので水道水として優れ

ていると言える。 

 しかし、近年においてペットポトルの普及によ

り、簡単で安くミネラルウォーターが買えるように

なったことで、一人当たりのミネラルウォーターの

使用量が増加している。そのことにより「水道水離

れ」の傾向が見られる。特に小学校や中学校でその

傾向が多い。そのことから水道水を飲用しないとい

う習慣になっている。現在の小学校は貯水槽（図 1

①参照）を経由する給水方式が多く、土日に貯水槽

の中で水が滞留し、おいしい水が蛇口まで届かない

ことや、夏になると貯水槽にたまった水が強い日で

温められて、ぬるくて美味しくない水になる。その

ため水道水を飲用する小・中学生が減尐している原

因となっている。また、1996 年に流行した O-157

などの影響で水道水に対する不安が増えたことで、

小・中学校で水道水から離れていく傾向がある。よ

って、直結化することで貯水槽に貯めた水による赤

錆などの発生を防ぐなどのメリットがある。この直

結給水方式（図 2②参照）により、小学校の給水方

法を見直すことで、児童の水道水を飲む機会が増や

し、現代の子供達が将来大人になった時に、習慣付

けていくことにより、水道水飲用を継続されること

が期待される。 

本研究では、水道水を飲んでもらうには、小学生が

どのような理由で飲まないかを知る必要がある。水質

の不満や水温の上昇により水道水に対する不満が増

えていき水筒率が増加すると考えられる。そこで小学

生にアンケートを取り、分析することで小学生のイメ

ージがわかる。そして直結化することで水筒率が減尐

するかどうかを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 貯水槽・直結給水方式の概略図 

2,調査概要 

2.1.1調査方法 

 本調査では全国学校総覧 2004年度版を用い,小学

校の部のページ毎に 10行目，30行目，50行目に相当

する小学校を抽出した。 

 そして,対象小学校にアンケート調査票を郵便で送

付し，記入後返送してもらった。 

2.1.2調査項目 

設問 1) 学校における児童の水分補給手段 

設問 2) 学校として，児童たちに水筒等を持参するよ

うに指導しているか 

設問 3) 水道管からの直結式か屋上の受水槽などに一

度貯める貯水槽式か 

設問 4) 蛇口からの水道水で不満な点はあるか 

設問 5) 児童たちは学校で蛇口からの水道水を飲むほ

うが望ましいか 

設問 6) 水道に関する意見 

2.2集計方法 

 アンケート結果を使って、県ごとでなく、学校ごと

にアンケート結果を集計し、分析を行う。市町村ごと

の原水の水質のデータを収集する。収集するデータは、

現在のデータを収集する。収集する水質項目は、水の

おいしさにかかわる 2項目で、臭気度、過マンガン酸

カリウム消費量の 2項目である。それぞれの基準値は

表 1に示した通りである。 
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表１水質の基準値 

 

 

2.4集計結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2 臭気度と水筒率の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 過マンガン酸カリウム消費量と水筒率の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 年平均気温と水筒率の関係 
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図 5 年最高気温と水筒率の関係 

 図 2 から図 5は、臭気度、過マンガン酸カリウム

消費量、年平均・最高気温の 4項目が水筒率にどの

ように影響を与えるか示したグラフである。すべて

のグラフにおいて同じ傾向が見られた。臭気度と過

マンガン酸カリウム消費量では、原水の水質が悪い

ほど水筒率が高くなっている。平均・最高気温では、

温度が高いほど水筒率が高くなっている。 

3,分析概要 

3.1分析方法 

 集計結果のグラフだけでは、どの値が大きく影響

があるかわからないので、重回帰分析をする。対象

項目は、臭気度、過マンガン酸カリウム消費量、年

平均・最高気温の 4項目を重回帰分析した。使った

ソフトは SPSS社の SASW Statistics 18 という統計

処理ソフトで重回帰分析を行った。 

3.2分析結果 

表 2 重回帰分析結果 

 

 

 

 

表 2から（1）式が出た。 

Y=0.018a+0.057b+0.0.006c+0.003d-0.138 ・・(1) 

a:臭気度の値 b:過マンガン酸カリウム消費量の値 

c:最高気温の値 d:平均気温の値 Y:水筒率 

この式にそれぞれの値を代入すると水筒率が出る。 

4、結論 

 重回帰分析を行ったことで、最も過マンガン酸カ

リウム消費量と最高気温の数値が水筒率に影響す

ることが分かった。そのことから 2 つの問題点は、

給水方式を直結化することにより水道利用の期待

が持てると考えられる。 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 2 4 6 8

水
筒
率
（
%
）

臭気度

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 5 10 15

水
筒
率
（%
）

過マンガン酸カリウム消費量（㎎/ℓ）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

5.0 7.0 9.0 11.0 13.0 15.0

水
筒
率
（
%
）

年平均気温（℃）

 

臭気度 3以下
過マンガン酸カリウム消費量 10㎎/ℓ以下

水質項目 基準値
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標準化係数

B 標準偏差誤差 ベータ

定数 -0.138 0.044
臭気度 0.018 0.008 0.094
過マンガン酸カリウム消費量 0.057 0.005 0.466
最高気温 0.006 0.002 0.115
平均気温 0.003 0.002 0.062

モデル
標準化されていない係数




